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Development of active free space optics telecommunication system
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	２．研究開発内容及び成果
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
	その後、本技術を利用して光空間通信ネットワークを応用した新規サービスの創出を実施し地域貢献に資する。具体案の一は、災害直後に短時間で光ネットワークの復旧が可能な通信技術の実現である。被災した光ケーブルの断線箇所に本システムを適用することによって光ファイバ／光空間通信ハイブリッド伝送系を構築しアドホック通信システムを提供する。
	九州北部には小島が点在しているが、当該地域へのブロードバンド通信の普及という観点からも本技術の貢献が期待できる。島しょ部に限らず山間部等光ファイバ敷設が困難な地域に簡易に高速通信サービスを提供する手段として本提案技術の適用性を検討する。
	４．むすび
	本研究によってアクティブ光空間通信システムのフィージビリティスタディがほぼ完了した。本研究では双方向光空間通信の機構・制御系・光学系設計を経てアクティブ光空間通信システムを試作品として実証した。また、要素技術としてレーザ通信光の追従制御技術・切替制御技術を完成し通信システムとしての有効性を実験室レベルで確認した。
	今後は実用的観点から、屋外環境で通信装置に加わると想定される外乱を人為的に発生し、それに対する光軸制御系の応答や安定性などを定量評価するために、ビット誤り率測定器を用いて通話品質を計測し外乱の通信誤りに対する影響や双方向光空間通信としての伝送帯域の限界等を検証する予定である。
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